
学校生活のようす ９月３日（金）～ 

運動会の練習が始まりました 

 ２５日（土）に実施を予定している運動会に向け，各学年の練習が始まっています。感染症対策のため，マス

クをつけたまま，人と人との距離を十分に取っての練習ですが，どの学年の子どもたちも楽しそうに練習に取り

組んでいます。今日は各学年の練習の様子を紹介します。 

 

１年生 【表現】 「ジャンボリ ミッキー」の曲に合わせて，踊りの練習です。カワイイ！ 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２年生 【表現＆競争競技】 同じ曲でも，２年生は「元気いっぱい！」印象が違います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今年の運動会も，昨年度同様各学年の「リレー」と「競争競技」そして，低・中・高ブロックの表現を

行います。（詳細は後日おたよりでお知らせします）先週は「マスクをつけて」「学年単位で」という制限

の中なので，ほとんどの学年が表現の「動きを覚える」ことを中心に練習していました。 



 

 

 

 

 

 

 

３年生 【北小ソーラン】初めて取り組むソーランですが，すでに振り付けを完璧に覚え，踊れている子も

たくさんいます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４年生【北小ソーラン＋よっちょれソーラン】 さすが１年前の経験があるだけあって，踊りの中に「力

強さ」が感じられます。２曲目に踊る「よっちょれソーラン」の練習もしていました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 それぞれの学年を担任の石黒先生，小笠原先生が指導しています。若い２人だから，踊りながら・見本を見せ

ながらの指導が可能です。（校長には絶対ムリ！でも，雨宮先生は一緒に踊ってくださっています。スゴイ！） 

３・４年生は伝統の（でいいでしょうか？）ソーラン節に挑戦しています。櫛形北小学校で取り組んでいる

ソーラン節は，「南中ソーラン」と呼ばれているもので，民謡歌手の伊藤多喜雄さんが北海道の民謡である

ソーラン節をアップテンポにアレンジした曲を使っています。現在，小学校で取り組んでいる「ソーラン

節」には，この「南中ソーラン」だけでなく，「キッズソーラン」や，「よさこいソーラン」など，数種類の

ものがありますが，本校で取り組んでいる「南中ソーラン」が，最もポピュラーなものかも知れません。

（本校では「北小ソーラン」の名称を使っているようですので，以下はそのように記載します） 



高学年は，今年も組立体操に取り組んでいます。新型コロナウイルス感染症の影響で，子どもたちが組み合う

運動（技）ができないため，以前行っていた「ピラミッド」や「タワー」，「サボテン」などの複数での技はあり

ませんが，昨年度から取り入れている「フラッグ」や，「ダンスパート」を取り入れるなど，今年も工夫を凝らし

ての演技構成になっているようです。 

【５年生】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【６年生】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


